
 

 

図-2 立坑付近状況図 
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図-1 浸水被害状況図と本工事区間 
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軟弱地盤における鋼製セグメント式圧入立坑の上部セグメント撤去について 
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１． はじめに 

江東区木場一，六丁目は周囲を運河に囲まれ

TP+0.3ｍと低い箇所に住宅や施設が並ぶ地域であり

（図-1），図の通り近年であると平成２５年までに多数の

浸水被害が記録されている．本工事は，この地域の雨

水排水能力を向上させるために，シールド切替型推進

工法によるφ1500 ㎜の雨水管を約 1.0km の区間に渡

り構築するものである． 

本稿では，鋼製セグメント圧入工法にて施工した発

進立坑上部セグメントの撤去および周辺への影響対

策について報告する． 

 

２．工事の概要 

発進立坑は，小判型４．８ｍ×８．８ｍ，深度２６．０ｍであり，鋼製セグメント圧入式ケーソン工法のアーバンリン

グ工法により構築した．立坑周辺は N 値０～５程度の軟弱なシルト層であり，鋼製セグメント工法では沈設中の自

沈による芯ズレや傾斜が生じた際の修正が困難なため，特に初期沈設の精度管理に注意した． 

発進立坑は，管渠工，人孔構築工の築造後に，道路直下の上部 2.5ｍを引上げ撤去した．なお，立坑から離

隔 2.6ｍの位置に隣接工場の計測設備があり，ケーソン沈設時のヒービング等による周辺地盤の沈下や陥没，立

坑上部撤去時の周辺地盤の緩みによる工場設備への影響が懸念されたことから，慎重な施工が求められた． 
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図-3 立坑上部撤去手順 

３． 上部撤去の施工方法 

 区道を占用した立坑であるため，GL－２．５ｍまでは鋼製リングを撤去する必要があった．通常は，鋼矢板によ

り仮締切を行い撤去するのが一般的であるが、鋼矢板引抜時の周辺施設への影響が懸念された.このため，流

動化処理土の打設と並行し GL-2.5ｍまでの鋼製リングを引き抜く工法に変更した．アーバンリングの引抜の施

工実績は少なく，直近の事例を基に計画した．図-3 に立坑上部の撤去手順を示す． 

（１） 引抜き設備・方法の検討 

引抜に必要な抵抗力は，アーバンリングの自重に加え地盤との周面摩擦力を算出し，安全率を３．０として引

抜設備の選定を行った．引抜設備は地盤面を反力とし鋼材により架台及び桁材を配置し，油圧センターホール

ジャッキ１００ｔ×８台により引抜を行った．路下２．５ｍの範囲ついては，道路管理者の占用条件である再掘削が

可能な強度である貧配合の流動化処理土を用いた．引抜が行えなかった際の追加の桁材とジャッキについて

も検討していたが，計画最大２２００kN に対し実施工では１６００kN 程度で，縁切り，引抜を行うことができた． 

（２） 周辺影響の計測結果 

懸念していた近接する工場設備への影響については，水平方向の変位および周辺地盤の沈下計測を撤去

中および経過観測を行った結果，１～２㎜程度と測量誤差程度の範囲で影響はほとんどなく，工場は問題無く

稼働することができた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． まとめ 

アーバンリング工法は，今回のような狭隘な箇所での工事では施工精度，施工時の安全性，また，坑内の止水

性や周辺への影響も含め都市部の厳しい施工条件下でのオープンケーソン工法としては有利な工法だと考える．  

引抜撤去に際しても沈設時と同程度の施工ヤードで作業ができる．今回は，設備設置に 3 日，引抜埋戻しに４

日，設備解体搬出に２日の延べ９日間と短い期間で施工できた.撤去深度，立坑径によって違いはあるが，今回

の立坑上部の引抜撤去は計画通りに成功した例と考える． 

本稿が，今後類似した施工条件での参考となれば幸いである． 
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